
マツダ嚢空管 616 ¥ 
用途構造検波発振増幅用双3相管

特性概要 6J6は高相互コンダクダンスのミ=アヂュア塑

zi3相伴守高周波の増幅，発振及混合用i亡使い

ます.両グリッドをプッシュフソレ接続にし両

プレート左並列接続にして 600Mc迄心周以数

混合用として使用出;3jcます.

カソ四ド 傍熱型(オキサイ 1寸世帯主・等電t:f.)

1::-ダー霞日 6.3V

ヒ-，)1-定bli O.45A 

バルブ T--18

ベース ミニアチュア・ガラス・ポダ y ・7ピy

外形 .極接続

1 プv-ト(2)

2 プレ F ト(1)

3 1:: -，)1-

4 ヒ-lj1-

5 グリッド(1)

6 グ， 1)ヅド(2)

7 カ'/- }~ 

電極問静電容景 (概略値)(タト部V-JレFなし)

ベース接続

ユニヅト 1 ュ=ット 2

グリッ 10'とプレート間・ 1…...・ H ・....・ H ・…1.5pF 1.5pF 

グリッドとカソード間・・…....・H ・-…・…目2.2pF 2.2pF 

プレ F トと力 y-ド聞...・H ・-…....・H ・-…O.4pF o.4pE 
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A1級増幅用
(各ユユット毎)

プ V~ ト電圧…・… 一………・......"... . .. … 最大3∞v
グPッド電圧・…・…....・H ・.....・・…・・-… ・・・… ー最大 oV

プV~ ト損失・…… .•.. …・・・・… ・・・…ー ・・a ・.~脅ブに 1. 5W

ヒF ター・ カソ 戸ド間電圧...ー・・・……...・ー… 最大 90V

動作例及特性
ー lOOVプνート電圧…ー-…・ー

カY戸}.・パイアス抵抗市 ..・...… ・-…・・・.............. 50n料

38 t償幡喜界..，

プ V~ トf底抗(概略値) ・・白・ 0・・・・・… ・ー・…・・・一 71000 

相互コ γダク ダンス・・…・-…・・・・…….....・…・・口 5300ltU 

8.5mA 
プ V ート電統一

e固定パイアスの使用除il唆出来ない・最大定符で動作湾ぜ

る場合， グ P ッ V恒1~各の鉱杭はカソ ード・パイア スの時 0.5

Matを超えないこと.

帥との値は

富あbる. 
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-122-ーー



80 議ミミ
ω
 

〈

E
)
刷局
能

よ40
、

I 20 
ふ

れ

。
7レー，.IM圧(V>
i!i周i皮増幅叉lま発緩 (C緩電増)

最大定格 (各ユニヅト1u)

間流フ・νート篭円・ 0 ・ー・・・……・・・…………・・・ 最大3∞v
i直流グリッ 1~電EC..... .. . ー ・・・・・・…・…...........最小一40V

ì~ì1rcプ v - ト電抗 - リ ・一・ ・…………………最大15mA

直51iグリッド電流-…・・…一・・……...・H ・.........・ 最大8mf¥
IIRV1Eフ・νート入力…………・……......・H ・-…・ ぃ最大4.5W

フ'v-ト損失・……-…・一 ...……・・....・H ・-…・ 扱大1.5W

ヒ F ター.jJソ ード間電圧…ー-…・・......・H ・-…… 巌大90V

動作例(尚ユニット・プッジュ・プルア

直疏プν戸ト電圧・・…… -…・・・…….....・H ・......... 150V 

直流グリッド滋庄

固定パイアスの時.....・H ・.....・H ・…・・…・H ・H ・.......・H ・.-10V 

グBッγ抵抗の時…'"・H ・....・H ・H ・..…...・H ・..…….. 625!] 

カソー γ・パイアスの時…......・H ・..………...・H ・.....220!] 

直統プv-ト電流… .......…......・H ・H ・H ・....・H ・....・H ・..30mA

直流グリ ッド電流(約〉…………...……・・……-…・....16mA

励振電力〈約〉… .......……・・………… ....…・・ 目。O.35W

出 力 〈約〉 ー・ ・ー…・・・……….....ー ・・ 6 ・0・・ぃ・ 3.5W 

本 250MCのプッシュ・ 7・3レ発振器で約lWの出力が得られます.

但しとの時のプレート電庄は150V.プレート損失は最大定絡

値，グ Fッド抵抗には両ユニ ットに共通の2ωO!lを{t用する.

一-123一一




